










立川 • 4、音写真館 


年々嫌々ノ街肩じからずであります南口のように、区*整理で「変革」をとげている 
場合は勿論だが、なにげない日々に、「昨日の立川 j にはない表情を、ひょっこりと見せ 
たりする0しかも、立川は年々に若がえってゆく、この不思議を解ける人はおるまい。 


忧衍逢多摩川*し«最 j 【： ► 

m 村十二景】より/明治の明_ 
現在は立日撟を»»中， 
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CL の当選者発表 
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「ある個展で±|^先生にお会いし 
て，すっかり光生のお人柄，作品 
のセ. 〆 スに ttf されてしまいまし 
てね。私はまだカケダシですから、 
人さまの前に出せるような作品じ 
やないんです」 

いま、料理の：®強にも麥中とか • 
ともに*センス•が勝 fl の世界だ 
けに双方からいい釤«を与えあう 
のではないかと一^ 

て<1とんどおでましにならなかっ 
たそうだから lft 民にとつては何 
のためのお R 場だったのか。とも 
あれ，*^の f 系す抗も'今は一 
本が現“するだけだ。 tr 川に U，M 
から坂•角•上の原の三®所にあ 
ったと古文*には、記されている— ■ 

祗にあたり’雨にうたれ，右は、 
なおも飛翊する K を見つめてきた , > 
境 tt としての役目を終え、今は何 
を思うめだろうか • 


『ベスト 立川人，展』 

で茗考より寄唯された 
本を' 抽进により次の e ぁル 
方々にお送リ申し上げ 
ました。 ご 応寡、多涞 。 

r 星条旗の tt で.！ 

▼浜村昭子様<小 金 外 市 木 町》 

►林 恭子樣 <稱姒||1柙 5 
▼酒弁久美子様 (市内栄 ST ) 

▼吉見濰様 (八王子 * 狭11«! > 
▼野々垣幸子様 〖市内 砂川 町) 

▼佐® 潮 shw 梅布師间町 一 
▼吉澤知子楳一 市 rt 栄町 > 

►長沢关子楳{市内 UI ; T > 

▼平山公弥檐 (明 島 rf » 玉川 町* 

▼ 田敏子梯 (市内砂 川 町> 
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想い込み男のこだわり家政百科 j 
▼大野正身栈系内|舲町> 

▼深沢 亘！&<市内 f ? 繁1*!* 

▼宇 野道子枝 <. li 内錦 ir _ 
▼伊藤明夫«<杉並区本大汨> 
▼野々垣律子椹 <市内6川 S ) 

▼森 英昭様($%嶙町> 

▼ ® 山スミカ様 tlti 内 Ei 見町} 
▼加 nl 紀久栈一市内柒崤町一 
▼期本トシ子搽^^离七兒巴 
▼闲郎まり子掾(小金并市«2:> 


:真如苑だょり 

於 從 

" 眼のさめるょぅな佗古もぅ / y 
ワ じき^こラとしています•あク 

y i I :丨 V 


の辛夷の花が。立川の街々<: 
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ことのほか•春を絶じさせて々 
くれます•今 w もまた、背さ 7 
まのご来苑，お恃ちしてお O M 
ます◊いつもの春ょり暖かく •ク 

か 

■ 3 一時3月14日出 

午後2時一4時 

■御本*、典如宝物館をはじ W 
めとして映画など盛りだくさ々 


んの用*がしてございます 
■立川市技<成人)に限らせ从 
て項きます • 

■お 申1込みは「えくてびあ 

ん.コンパ 
ニオン」{本 
誌を手渡 


か 


か I てくれ 

似た厶へ • 



☆ 「％張公御 K 場境 f 4 J R 塲の境 
を示す抗- f 和市在住め内野家 
文 S 「卸*場卸境杭抒帐」 による 
と、 文政四年•尾張家の K 場境 tt 
は八十 一一， 本 あつた • 

現在•民俗資料館内にある杭は、 
富士 SL 町の E 卜®氏が所有してい 
たもの•が•五十*氏の死去に ft * 
い•その 由米に ついては、 一切、 
不明に なつてしまつた • < h . h ) 


工房から 

•学問の屮で*商のそれは「歴史 
学」だと誰かが言った•学には及 
ばないが•「歴史」なら，それぞれ 
に興味をおもちだろう、国の歴史、 
音楽の麻史，わが家の歴史。立川 
の歷史に»昧ある人•手をあげて- 
あれえ、たったそれだけ？ •立 川 
二小の「展 K 会」は、なによりも 
子供たちがノリにノッていた•会 
場からその空 SI が te わってくるの 
だ。「祭り」だもの • コ|フン *I 
ですよ** • 今年の 2 n は才カシナ 
夭候統き •¥ が降ったかと思えば、 
六月なみめ「晷さ」がおそってき 
たりして*•こういう年に梅や接は 
どのように««:したら、よろしい 
のでしょうか。われら、いかに咳 
くべきか"本捻では来 n 号で桜が 
バ—ッと咲きます。 • # の海け 
ぶるあしたにえくてびあん。 
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の祭 D 




子供たちの感性を存分に生かした〃祭り〃 
が立川第二小学校でおこなわれ、話題をよ 
んだ。 

実は「展 M 会」なのだが、さながらホン 
モノの〃祭り〃を彷彿とさせる、気分の高 
まりが体育館にみなぎつていだのだつだ。 


去る一月三十一日と二 
〇：一日、さらに二 H-IH 
まで I 般に公開された 
の展 E 会か、なかなかの 
評判をよんだ坪由を，第 
二小学校々長•高 ft 淨费 
榮先生はこう語りだした'^ 
「うちの子供たちは高松 
町を中心に•お祭りの時 
など、お哦チに参加した 
り、金«パンドのパレ— 
ドに出て地域から学ぶベ 
きものは学んでいるよう 
に思うのですが、更に寅 
極的になる一肋となれば 
と考えたのです。全国の 
祭りを通して"日本人の 
心•がわかつてもらえれ 
ばとの願いからこのテ— 
• V を- U 
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アサヒタウンズ紀者の洒并亥 
久子さん^ 〗 年近くの取：動， 
50回に. --f> たる連®^ f- まとめ 
て lfs にまとめあげた労作。 

いく人かの立川人に目を illi し 
てもち f •た-答は I 樣に、 —— 
tlii 今て，なかなか深いんで 
すね. 

ここでいう「深い」にはいろ 
いろな意味が含まれていよう • 

本杏では高尾山の自然と人につ 


子供たちの採勅感，眼 
の鲰き。指#に当つた武 
田悠紀チ先生は • 一父 
兄に) i て頂くのは二の次、 
子供たちが作品に没入す 
る、完成の滿足 ® を子供 
たちに味あわせてあげた 
かつた•と語る。 

個人作品としての完成 
度もさることながら，個 
と®が響き合ぅ*!5和* 
を武田先牛は大切にして 
さた。子供たちは展示の 
人形のあとに統いて踊リ 
だしたという•人形が完 


全に人閲となりぶ祭り* 
の場をかりてのメルヘン 
ランドが造られていった。 

この*逢改感，をで供 
たちはどぅ受けとめて、 
生かしてゆくだろぅか A 
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いい本をご紹介しょぅ。「高尾山 j —^近な自然を考 
える 縞者は駅ビル『ウイル」 9F に*集室をもつ「ア 
サヒタウンズ J 地元を見つめた久々の好著だ。 


いてふれてゆき*^み進むぅち 
に、手近ゆえに見落していた自 
然の美しさ、この名山が多^の 
|角をしめている誇らしさに SI 
者は引き込まれてゆくにちが， 
なぃ。 

そしてここにも都市化がおし 
よせ vra 央逍 * の1から、自 
然保 S 問趙にまで！ □ 及し、"自然 
の 宝庫*の存在価値を跅えてい 

る セ 


輞日ソノラマから 
▼ .000円 



{S 0 


いかにも*春•を it れてきてく 
れそぅなモザィク g ，ブルガリア 
の少女♦の作者は田辺朗子さん。 

「ブルガリアには一年卞ばかり、 
仕事で行っていたんです，•でも、 
この阃は写生じやなく、«ってき 
てからの印象をえがいてみたんで 
す■どぅかしら ？ J 
昨年•アサヒギャラリ—で「ベガ 
の会」の展锿会があった、その時 
に出品したもの。本誌の昨年10月 
兮の表紙を飾つた土 c 邑子さんに 
手はどきを受けて、もうじき 二 年 
になるそうだ • 


高さ808ほどの石づくりの杭が， 
旅史 E 俗資料館 <苗上兒町)の轻に 
ある"「尾张公御 K 場堆杭 j と呼ば 
れるその石杭には「是より川上羽 
♦1川向杭尾張校家場」と刻まれ， 
江戸時代、立川が尾張公の御朦場 
(K 狩りをする場所》であったこと 
を示している" 

江户初期、盛んに fr われた1狩 
りは、将軍綱吉の生類 W 令により 
|度は礎止された"が、吉宗の時 
代に再度 is 活。多摩川の- It から靖 
玉.入問のあたり'約20.|四方に 
渡って尾張公 K 埸の指定がされた** 
これは典民にとっては、すこぶ 
る迷想なことで、このため1伝馬 
人足の供出」や「新しい家を造る 
制限 j など、現制を嫌つも受けな 
ければならなかった。 

例えば' 案山子を作るのにも苦 
労したよぅで<*3内で耕地はで 
きるが•岛合条かせてはならない 
といぅ決まりがあつた r その顧い 
S も残されている e 
肝心の尾张公 a、 初期をのぞい 


表紙は語る 


立川の：モ| 

M 張. 


小の生徒たち 
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(左）仔羊のノワゼットエストラゴン鼠蛛 V 3.000 (右）三1■の魚のポワレー赤ワイン 3 L 味¥3,400 
ほかに、ランチ•スペシ v ル〈コース} ¥2,500など 


昨秋、 生まれたばかり 
のリーセントパークホテル 2 F に 
r イル•モンド』という、おしゃれで本 
格的フランス料理が登場、味にうるさい貴 
方の 「評価 j を待っている。蟋田ジェフがパリでき 
たえた腕を、立川で花闐かんとする志を逢成させるのも 
また『立川人 J と云えようか 0 富士見 BJ 2 丁目 026-3111 W 


摹鼸なデ セール（デザ_卜〉から 
(左}グラン•デ たール VI . 000 (右）ドウー•ムース V 500 


i£2k>i^ 





